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毎月このニュースを発行す

る際、表紙を飾るカバー写真

は前年同月撮影のものから選

んでいます。その度、一年前

は何をしていたのか振り返り

の時間にもなっています。

昨年の今月は、ある業界の

研修のための旅行に出かけて

いました。

普段、北陸に居ると夕日が

日本海に沈むのですが、朝日

は北アルプス系の山から昇り

ます。研修先は太平洋に面し

ていて二つ目の写真は海から

昇るご来光です。北陸人に

とっては旅に出なければ拝め

ない光景でした。

企画・手配の御世話をして

いただいたＩさんが、とても熱心に下調べをし

てくれたお蔭で、大変充実した。それでいて全

てがたおやかで心地好い時間を、全国から集っ

た素敵な方々と過ごすことができました。

ひとをおもてなしする・コーディネートする

ということの原点を改

めて味あわせて頂いた

気がしました。

旅・食は記憶と申し

ます。時間の経過と共

にキラ星のごとく光を

増してゆく旅の記憶…

そんな素晴らしいお

手伝いができる人にな

りたいものです。

最後の写真には何が

写っているかお分かり

ですか？o(^o^)o（は）

編集室から

このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。

その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。

白山比咩神社にて

by ham a

本ニュースにレギュラー執筆

していただいている川畠さん

が「能登の夜市」の姉妹店を

開店されました。

上京された際、ご利用になっ

てみてください。

もちろん、川畠さんご自身も

お店に立っておられます。

日本酒バルChintara

03-6427-8183

17:00～24:00

金曜17:00～28:00日曜祝休

渋谷区道玄坂2-19-3ライオンズマン

ション道玄坂1階



濱
の
つ
ぶ
や
き

『

思
い
遣
り
の
チ
カ
ラ

』

思
い
遣
り
と
云
う
。

一
般
的
に
は
「
相
手
へ
の
優
し
さ
・
配
慮
」
と
捕
ら
え
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
ど
う
や
ら
こ
の
言
葉
は
も
う
少
し
深
い
意
味
を

持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

◆
◆
◆

類
似
の
言
葉
に
「
察
す
る
」
「
慮
る
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
「
異
な
る
言
葉
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
少
し
ず
つ
微
妙

に
異
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
区
別
し
・
表
現
し
た
い
と
い
う
欲

求
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
推
察
で
き
ま
い
か
。

こ
れ
ら
の
言
葉
を
敢
え
て
多
少
乱
暴
に
解
説
す
る
な
ら

ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

察
す
る
：
相
手
の
気
配
・
感
情
を
感
覚
的
に
感
じ
取
る

慮
る
：
相
手
の
立
場
・
役
回
り
を
理
性
的
に
汲
み
取
る

◆
◆
◆

「
思
い
遣
る
」
は
ど
う
な
る
の
か
。

察
す
る
が
感
性
的
、
慮
る
が
理
性
的
と
す
る
な
ら
ば
、
両
者

の
中
間
、
あ
る
い
は
中
立
・
中
庸
の
状
態
に
あ
っ
て
相
手
を
想

う
こ
と
で
は
な
い
か
。
言
葉
の
原
義
を
辿
る
と
、
自
分
の
「
思

い
」
を
相
手
に
「
遣
わ
す
」
こ
と
に
る
。
つ
ま
り
、
相
手
の
気

持
ち
・
心
情
と
い
っ
た
言
葉
に
で
き
な
い
感
情
の
源
泉
部
分

に
、
自
分
の
「
思
い
」
を
「
遣
わ
」
し
て
、
相
手
が
抱
い
て
い

る
感
情
そ
の
も
の
に
対
し
て
共
振
・
共
感
し
て
い
く
。
そ
こ
か

ら
得
ら
れ
る
相
手
の
願
い
・
望
み
を
汲
み
取
り
翻
訳
し
て
行

動
に
顕
す
た
め
、
結
果
と
し
て
優
し
い
言
動
と
な
り
、
あ
る
い

は
深
遠
な
る
配
慮
を
感
じ
取
れ
る
言
動
に
な
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

相
手
の
心
情
を
察
し
・
立
場
を
理
解
で
き
た
上
で
取
ら
れ

る
言
動
が
本
当
の
思
い
遣
り
で
あ
り
、
図
解
す
る
と
Ｂ
の
領

域
だ
け
に
な
る
こ
と
が
分
か
る
。

◆
◆
◆

先
日
、
と
あ
る
探
し
物
の
た
め
に
自
宅
の
蔵
に
上
が
っ
た
。

年
代
物
か
ら
比
較
的
新
し
い
も
の
ま
で
、
数
々
の
「
取
っ
て
置

き
」
の
箱
の
中
か
ら
次
々
と
顔
を
出
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
食
器

た
ち
。
箱
の
熨
斗
紙
を
見
れ
ば
、
贈
り
主
と
年
代
が
分
か
る
。

古
く
て
も
野
暮
っ
た
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
も
の
か
ら
、
新
し

く
て
も
ち
ょ
っ
と
使
い
途
が
浮
か
ば
な
い
も
の
ま
で
、
幅
広

い
。最
も
端
的
に
、
贈
り
主
の
セ
ン
ス
が
顕
れ
る
の
が
贈
答
品

だ
ろ
う
。
ど
ん
な
物
を
贈
る
の
か
？
と
い
う
よ
り
、
御
届
け
先

の
方
が
何
を
望
ん
で
い
る
か
を
察
し
・
慮
っ
た
上
で
の
品
選

び
な
の
か
、
が
「
思
い
遣
り
」
を
発
揮
す
る
上
で
は
、
最
も
問

わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

家
内
は
、
必
ず
喜
ば
れ
る
贈
り
物
を
す
る
。
先
様
に
想
い
を

巡
ら
せ
、
好
み
の
傾
向
を
思
い
浮
か
べ
て
、
丁
寧
に
選
ん
で
い

く
。
い
つ
・
ど
う
や
っ
て
先
方
の
好
み
の
情
報
を
入
手
し
た
の

か
、
そ
の
配
慮
の
な
い
自
分
に
は
サ
ッ
パ
リ
分
か
ら
な
い
。

う
っ
か
り
自
分
だ
け
が
気
に
入
っ
た
も
の
を
選
ん
で
し
ま

う
と
、
相
手
を
思
い
浮
か
べ
な
い
で
選
ば
れ
た
そ
れ
は
、
恐
ら

く
図
で
言
う
と
Ｄ
の
ス
タ
ン
ス
で
選
択
さ
れ
た
品
々
な
の
で

は
な
い
か
。

図
解
か
ら
理
論
的

に
存
在
が
推
察
さ
れ

る
二
つ
の
領
域
、
す
な

わ
ち
「
理
性
だ
け
が
優

先
す
る
Ａ
・
感
性
だ
け

が
優
先
す
る
Ｃ
」
は
、

Ｄ
に
比
べ
て
相
手
の

事
を
判
っ
た
つ
も
り

に
な
っ
て
い
る
危
う

い
状
態
の
こ
と
を
指

し
て
い
る
の
か
も
知

れ
な
い
。◆
◆
◆

年
に
数
え
る
ほ
ど
の
贈
り
物
だ
け
で
は
な
く
、
私
た
ち
は

日
々
だ
れ
か
に
言
葉
や
態
度
を
「
贈
っ
て
」
い
る
。
日
々
の
言
動

に
こ
そ
、
も
っ
と
も
相
手
へ
の
敬
意
・
尊
重
度
合
い
が
顕
れ
る
。

そ
れ
ら
は
思
い
遣
り
に
満
ち
満
ち
て
発
せ
ら
れ
て
い
る
の

か
…
。
自
ら
を
振
り
返
る
と
甚
だ
心
も
と
な
い
。

記
憶
を
辿
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
無
思
慮
・
無
思
い
遣
り
の
連
続
の

よ
う
な
シ
ー
ン
ば
か
り
思
い
出
さ
れ
る
。
冷
や
汗
物
の
我
が
人

生
だ
が
、
一
方
で
そ
の
時
、
周
囲
に
居
合
わ
せ
た
方
々
に
は
、
相

当
の
我
慢
、
あ
る
い
は
辛
抱
強
い
見
守
り
を
し
て
い
た
だ
い
た

の
は
間
違
い
な
く
、
感
謝
し
か
湧
か
な
く
な
る
。

◆
◆
◆

維
新
前
後
の
偉
人
伝
な
ど
を
読
む
と
、「
思
い
遣
る
」
能
力
は
、

か
つ
て
の
日
本
人
の
民
族
的
な
お
家
芸
だ
っ
た
の
で
な
い
か
と

さ
え
感
じ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
数
次
に
わ
た
る
文
化
的
な
断
絶
を
経
た
今
日
、
そ
れ

は
「
表
面
的
な
優
し
さ
」
と
同
義
に
さ
れ
て
し
ま
う
解
釈
し
か
で

き
な
い
レ
ベ
ル
に
ま
で
、
我
々
の
意
識
が
薄
っ
ぺ
ら
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

◆
◆
◆

弊
社
で
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
法
人
・
公
共
団
体
の
事
業
に
関
連

し
た
起
業
の
お
手
伝
い
を
し
て
き
た
が
、
今
年
か
ら
個
人
の
方

の
起
業
を
御
手
伝
い
す
る
「
喜
業
塾
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
そ

の
第
一
期
生
の
方
が
「
素
敵
発
掘
」
と
い
う
事
業
を
始
め
ら
れ

た
。相
手
の
方
の
素
晴
ら
し
い
点
を
、
大
判
の
色
紙
一
杯
に
書
き

込
ん
で
い
く
。
百
近
い
自
分
の
「
素
敵
」
を
贈
ら
れ
た
人
は
皆
大

き
く
感
激
す
る
。

「
こ
ん
な
処
ま
で
よ
く

見
て
く
れ
て
い
た
ん
で
す

ね
。
」
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
こ

う
口
に
さ
れ
た
後
、
照
れ

た
り
、
大
切
に
抱
え
る
よ

う
に
持
ち
帰
ら
れ
て
い

く
。相
手
の
素
敵
な
点
を
、
具
体
的
に
数
多
く
挙
げ
て
贈
る
「
素
敵

発
掘
」
の
運
動
は
、
本
当
の
思
い
遣
り
の
や
り
方
を
忘
れ
か
け
て

い
る
現
代
の
日
本
人
の
「
思
い
遣
り
力
」
を
再
生
す
る
契
機
の
一

つ
に
な
る
可
能
性
を
大
い
に
秘
め
て
い
る
に
違
い
な
い
。



特に何かがあってこのテーマにしたわけではないのですが、ここ最近の酒蔵さん、小売店、

飲食店における日本のお酒(日本酒、焼酎、ワイン)への取り組みが本当にすごいなと感じ、その

感じたままを書こうと思った次第です。

当社も保有する全店舗にて日本酒をひとつの軸に据えているのですが、それでも最近リサー

チしたお店で「ここはお勧め」というところをご紹介したいと思います。

1.目黒 「KIRAZ(きらず)」

目黒と恵比寿の中間に位置し、少し隠れ家的場所にあるお店です。

食事はスペイン料理にも関わらず、お酒は日本酒をワイングラスで出すんです。

そしてこの組み合わせがまたとても美味。

ここのオーナー兼シェフの女性の方が、お酒とスペイン料理のマリアージュを追求したくこ

ちらのお店をつくられたのですが、なんとこの方徳島県の三芳菊酒造の娘さんなのです。

身近に日本酒業界の低落を見て、もっと日本酒が愛されるシーンがあるはずという信念のも

と このお店をつくられました。

私が渋谷に日本酒バルChintaraをつくるに至った原点のお店でもあります。

2.渋谷 「米心(まいしん)」

こちらのお店は日本酒の王道をひたすら走る名店です。

何が王道かと言うと

・日本酒の種類が100種類以上

・日本酒と和食の組み合わせを徹底的に追及している

・“地の酒を地の肴”でというコンセプト

・利き酒師の更に上級資格「酒匠」が酒を紹介してくれる

という4点において恐らくどの日本酒を扱うお店も後塵を拝すると思います。

そしてこのお店のラインナップが非常におもしろい。

先日行った際におすすめされたお酒が長野県にある超有名ワイナリー「小布施ワイナリー」

が醸造した日本酒なのですが、独特の酸味から「えっ、これ日本酒なの?」という味わいです。

ブランドテイスティングしたら恐らく白ワインと間違える方もいると思います。

そしてこのお酒に鮎の燻製が抜群に合うのです。

当社の能登の夜市も手前味噌ながらすごく魅力的なお店だと思っていますが、ここはより全

国に視野を広げて提案してくるのです。

3.三軒茶屋 「糧(かて)」

三軒茶屋駅から徒歩5分。5分といっても中心街から随分と離れた感のある住宅街入口のビル

地下にある「糧」は、熊本出身のオーナーさんが郷土の味を伝えたく作られたお店です。

まず最初に、ここの辛子蓮根は絶品です。

九州のお店という事で「焼酎ウリ」なのと思いきや、焼酎だけでなく、オーナーさんが酒蔵

を回って厳選した日本酒や日本ワインにも力を入れています。

そしてこのお店が“すごい!”と感じた最大の理由は『店主がお酒とお料理と人をこよなく愛

する』姿勢です。2回くらいの来店だったにも関わらず、名前はもちろんどんなお酒が好みで、

どんなお料理を前回召し上がったかを事細かく覚えているのです。

「よくそこまで覚えてますね」と聞くとその回答がまたおもしろい。

『我が家に来てくれた方は覚えるのが当然じゃないですか』

確かに自宅に人を呼んでいるという姿勢、能登でいう“よばれの精神”です。

勉強になりました。

どのお店も一見ならぬ“一呑、一食の価値あり”です。

この10月４日から第10回目のＢＪリーグ（日本プロバスケットボールリーグ）が

開幕する。ＢＪリーグといっても身近にチームがなければ、バスケットファンを除き

ご存知ない方も多いかもしれない。男子バスケットボール界には、旧日本リーグから

の流れを引くＮＢＬ（日本バスケットボールリーグ）とＢＪの２リーグが存在する。

ＮＢＬは伝統的な大企業のチームが多く、日本代表選手のほとんどがＮＢＬから選出

されていることなどから、ＢＪより注目度が高くなっている。

ＢＪリーグは、今年のリーグ戦に福島県のチームが加わり22チームとなった。さら

に来年は長崎県にもチームが誕生することが決定し、47都道府県のほぼ半分にチーム

が存在することになり、全国的に広がりを見せてきている。

前回リーグの１試合あたりホームゲーム（各26試合）の観客動員数をチーム別にみ

ると、①沖縄3,219人、②秋田2,669人、③新潟2,502人、④浜松・東三河（静岡県

浜松市と愛知県東三河地区をホームタウン）2,206人、⑤仙台1,893人、⑥富山

1,848人、⑦青森1,668人となっている。逆に少ないのは⑮横浜1,268人、⑯京都

1,187人、⑲東京1,012人（多摩地域の都市で試合開催）。以下、大分999人、福岡

992人である。概ね、地方圏が大都市圏より観客動員が多いことがわかる。実数は沖

縄が１位であるが、人口当たりの観客動員数に換算すると秋田が１位となる。

チームの安定経営には、コンスタントに2,500人程度の観客動員が必要とのことで

あり、また多くのチームがそのラインに達していないにせよ、いくつかの地方圏の

チームは地域の盛り上がりに寄与している。これは各チームのマネジメント力、各県

のバスケットをめぐる環境など様々な要因が考えられるが、地方圏のチームはより地

域密着でファンや支援企業の応援を開拓・期待できるのに対し、大都市圏のチームは

野球、サッカーなど他プロスポーツとの兼ね合いや、地域密着という方針が立てにく

い結果であろうか。また、東北や北陸のチームの観客動員が多い理由には、秋から春

先という期間に行く場所ができた、地域を応援し熱くなるものができたことなどが挙

げられよう。

「秋田ノーザンハピネッツ」はチーム誕生５年目を迎え、すっかり秋田に根を下ろ

した。その理由としては、前ヘッドコーチで全日本女子チームの監督も務めた中村和

雄氏（男鹿市出身）のカリスマ的な人気・求心力、前回の東カンファレンス（地区）

優勝、リーグ準優勝とチームが優勝を争える実力になってきたことに加え、秋田県に

バスケットの土壌が根付いていることが大きく、一朝一夕にできあがったものではな

いと感じる。

男子の能代工業高校は、近年、全国大会の優勝から遠ざかっているものの、イン

ターハイ、国体、ウィンターカップの高校バスケットボール３大タイトルにおいて優

勝58回の記録を持つ。能代市は「バスケットのまち」を売りにしている。また、昭和

50年代には、当時、日本リーグに所属し実質的に秋田の地元企業によるチームであっ

た「秋田いすゞ自動車」が、全日本総合バスットボール選手権大会で優勝を成し遂げ

たこともある。近年は、バスケットボール女子日本リーグのファイナルの試合が開催

され、日本での最高のプレイを間近で見ることができる。このようなことから、県民

のバスケットを見る眼は肥えていて厳しいと言われ、秋田のバスケット熱は高い。

その厳しく優しい県民の眼差しのなか、「秋田ノーザンハピネッツ」に、また秋田

を熱くすることを期待したいものである。

きただより66 弘前大学地域社会研究会 上村 康之

『 10年目を迎えたＢＪリーグと秋田のバスケット 』
『 日本の酒力 』

株式会社GARBAGE代表 川畠 嘉浩



目だった。お、お金がない。さぁどうする？日本領事館に駆け込むことを

考えたが、週末は休み、万事休すだった。空港内の飲食店で恐る恐るカー

ドを出し、暗証番号を押すと、何と！通るではないか！その後も旅の期間

中カード支払いができないことはなかった。

悪夢の騒動の結果、丸一日モスクワ空港で過ご

し、やっとの思いでサクトペテルブルクのブルコ

ヴォ空港に着、ホテルから迎えの車が来ていて、

無事にチェックイン。

サンクトペテルブルクはモスクワに次ぐロシア

第２の都市で、バルト海東部のフィンランド湾最

東部に面するネヴァ川の河口デルタに位置しヨー

ロッパで最も美しい街の一つだ。都市の名は「聖

ペテロの街」を意味する。ピョートル大帝が

1700年代に建都を命じ沼地を開拓し、自分と同

名の聖人ペテロの名にちなんで付けたもの。

1914年、第１次世界大戦が始まりロシアがド

イツの敵対関係になるとロシア語風にペテルグルラードと改められ、さら

にロシア革命によりソビエト連邦が成立すると1924年よりレーニンにち

なんでレニングラードに改名された。ソ連崩壊後1991年に住民投票でサ

ンクトペテルブルクに戻った。

豪華な宮殿、大聖堂、高さの揃った街並、格式高い劇場、水路には観光

客を乗せた舟が行き交う素晴らしい街だ。

やっとの思いで着いた時には夜もすでに遅くなっていたので、近くの

スーパーマーケットで、ライ麦でできた黒パン、

チーズ、ハム、ビールにワイン、スープを買って部

屋で夕食。ホテルは四ツ星だけあって快適。気絶す

るように寝付いた。

翌朝に部屋で入れて飲んだ紅茶がうまい。長女

曰く「硬水で入れた紅茶は何でもおいしい、緑茶

はダメだけどね。」

ホテルの朝食は3000円と高いので、目指すエ

ルミタージュ美術館までの道中にあるパイのレス

トランに入った。これはいけた。飲み物を兼ねて

スープも頼み、昼食抜きで観ることになるエルミ

タージュ美術館に備えた。メトロポリタン、ルー

ブルと並ぶ世界的美術館に期待が高まる。（続く）

『富士の国から ～大魔神のたび～ 』ロシアへの旅① 2014.8.29～9.6

静岡県小山町経済建設部専門監 溝口 久

「トラベルはトラブルが語源」を地でいくような旅が始まった。長女か

ら「おとん、ロシアに行こうと思うけど、一緒に行く？」彼女は大学４

年、就職先も何とか内定し、ひと安心したところだ。

ウクライナ情勢を巡るロシアに経済制裁が激しくなっているのに大丈夫

かな？心配よりもこれを逃したらロシアに行くことは無いだろうな、長女

との旅も就職したら難しくなるだろうなの気持ちが上回り行くことにし

た。

8月29日に成田を無事に発った。飛行機は最新鋭らしく窓のブラインド

が電気仕掛けで調光できる。目の前の各席のモニターも使い勝手、ソフト

ともに申し分なし。最初に行くところはサンクトペテルブルクだが、モス

クワのドモジェド空港から国内線への乗り換えが必要だ。予定では飛行機

到着から１時間45分後に国内線のサンクトペテルブルク行きの飛行機が

飛び立つ、この短さを長女は心配していた。

到着予定時間を20分ほど前に着き、安心したのもつかの間、入国審査

の窓口に人がいない。当然、長い列となり時間は確実に刻んでゆく。や、

ヤバい。長女が機転を利かし列を外れ、ロシアの職員に乗り継ぎがあり時

間がないことを訴えキャビンアテンダントが通る別のゲートから出させて

もらってオッケー。荷物を受け取り国内線窓口に向かったが、ここで運は

つきた。日本の常識では考えられないことが起こったのだ。

ものすごく時間をかけて長女のＥチケットから搭乗券を発行したが、小

生の分は出さずにレイトカウンターに廻れというのだ。そこのカウンター

でももたもた時間がかっていた、そこに日本人の若者二人も来た。出発時

刻が刻々と迫るが係員は他の客の対応に手間取りタイムオーバー。長女の

荷物を乗せて飛行機は発ってしまった。

結局、次の便のチケットを買う羽目になった。ここでも悲劇は待ってい

た。最終便のチケットが確保できカードで支払おうとしたら、何とVISA

もマスターズも使えない。どうやら経済制裁でアメリカのカード会社であ

る両社のカードが使えなかったのだ。もたもた両替してお金を払おうとし

たところ、すでに二枚のチケットは売られてしまっていた。な、何と！結

局、先の若者二人と空港泊ということになってしまった。

あぁ、ロシアはダメだこりゃ。現地でロシア語学ぶための交換留学に来

た阪大生とロシアでバレエ学校に学ぶ18歳の若者が旅の道連れになっ

た。キャッシングでルーブルをおろそうにも、持参した全てのカードは駄


